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「地域総活躍社会のための慢性疼痛医療者養成事業」2020年度ワークショップのオンライン開催の報告

20m年度（対面形式の開催）

［オリエンテーシ ョン】

痛みのメカニズム，多職種連携のレクチャー

［東洋医学と漢方の請義 ・体験】＜写真 l>

腹診体験，舌診の体験，煎じ薬の試飲など

［鈍灸の体験）

剌鈍練習台を用いた鈍体験，霊子温灸器の体験など

［マインドフルネスの講義 ・体験）

3分間呼吸法，ボディ ・スキャン など

［薬！善謂義】

講義後，薬膳の試食

［ロコモティブシン ドローム検査の体験】

ロコモ度テスト体験 （立ち上がりテス ト）

[VRによ るマインドフルネス体験】 ＜写真 2>

［理学療法の講義、体験】

2人1経でストレ ッチ体験

2020年度（オンライン形式の開催）

1日目

【オリエンテーシ ョン】

痛みのメカニズム，多職種連携のレクチャー

【アイス ブレイク】

ブレイクアウトセ ッシ ョン使用し自己紹介

【東洋医学と漢方の謂義 ・実演】＜写真 6>

証の自己判断、煎じ薬の作成の勤画視聴など

【鈍灸の謂義 ・実演】＜写真 7>

鈍を剌す様子や電流剌激の様子の勤画視聴など

【マイン ドフルネスの謂義 ・体験】

3分間呼吸法、ボディ ・スキャン など

【ロコモティ ブシン ドロ ーム検査の体験】

30秒立ち上がり検査 など

【薬膳講義】

【理学療法の講義、体験】＜写真8>

セルフス トレ ッチング体験 など

2日目前半

［チームについてのアクティビティ】 【チームについてのアクティ ビティ】

事例検討のグループで協力して行う．ワークを用意．学生は対面 樺々なオンライン用のワークを用意．学生はブレイクアウトセ ッ

形式で議論やワークを進めた． ションで議論やワークを進めた

2日目後半~3日目
・-------

［事例検討】 【事例検討】

1グループrs名，各グループ4~5の専攻の学生で構成．事例 1グループ4~5名、各グループ3~4の専攻の学生で構成．事例

ついて対面形式でグループディスカッシ ョン．模擬症例と妻にグ の紹介は勤画使用 く写真 4>.事例ついてブ レイクアウトセ ッシ

ルーブ代表者が， 対面でロールプレイ く写真3>. ョンを使ったグループディスカッシ ョン．模擬症例と妻にグルー

ブ代表者が、オンライン受診の設定でロールブレイ く写真5>.情

報収集のための各専門職教員への質問時間も設けた
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質問項目 総数 ① ② ③ ④ 

1)'慢性疼痛冶療に様々な手段があることを知った 59 54 5 

゜゜2)自身の専攻以外の職種が行っている治療を理解できた 59 45 14 

゜゜3)「多職種連携のチームとは何か」を自分なりに説明出来るようになった 59 33 24 2 

゜4)円滑なコミュニケーションのために、話し方や態度に注意出来た 59 41 16 2 

゜5)苦段あまり話さない他学部と交流出来た 59 53 6 

゜゜6)この3日間は、他学部の学生と友好的な関係を築く 「きっかけ」になった 59 36 18 5 

゜①当てはまる ②やや当てはまる ③あまり当てはまらない ④当てはまらない
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@ 3日間全体を通して。良かった点を自由に記入してくださ い。

・ブレークアウトセッシ ョンの時間がちゃんと取られていて、チームの人たちとしっかり交流出来た。

• いろんな視点からの意見が聞け、自分の意見も言うことができた。

・将来自分とは違う職種に就く学生と、学校の枠を超えて交流出来たところが良かったです。

・痛みについて考えるいい機会になった。色んな冶療法があることを知れた。また、チーム医療の必要性を改めて感じることが出来た。

• 実際の患者への対応の仕方がイメージしやすかった

・グルーブのみんなと連携して話し合うことができた。また、他の学部の意見を聞くことができた。

• いろんな人と交流を持つことができた

・Wi 11 Seedさんのワークショップが3日を通しても印象に残り楽し く感じた。

．昔段の授業では関わることのできない他学科との意見交換ができたことで、自分には思い浮かばない見方を沢山知ることができた。

• 自分の知らない知識を身に付けれて良かった。

・違う学部だからこその考え方などが聞けたことで、考え方のバリエーションが増えるようになった。

・グルーブワークが多く他の人の意見を多く聞くことが出来た

・チームでやっていくためのポイントや疼痛に対するさまさまなアブロ ーチについて知ることができてとても勉強になった。

・チームで活動する際に必要なことが学べたのでよかった。また、慢性疼痛の患者さんへの間わり方を知れたのは、これからの学習に役立つ

と思うので良かった。

• 他学部の人と交流する事ができてよかった。

• 他の大学や学部の方々と話せるきっかけになったのはよかったと思うのですが、やはり遠隔ということもあったので話し足りないところが

大きいです

・体験型なので楽し くできた

・グルーブは話しやすい雰囲気があっ た。司会の進行が明確であ り、画像の内容が理解しやすかった

・グルーブワークをあまりすることがなかったためこの3日間を通して様々な分野の生徒さんと話すことが出来て良かったです。

・チームとはどういうものか具体的に理解することができた。

• ただ楽し く活動できるものや、真剣に検討しなければならないものが混ぜられていて全体を通して楽しめたと思う

・Iまじめはグループで円滑にコミュニケーションをとれるか心配でしたが、周りの雰囲気も良く、 たくさん議論することが出来ました◇ また、

他のグルーブの意見も聞くことが出来たので、学びを深めることが出来ました。

・知識だけではな く、 実践してい く能力や、その際の難しい点を知ることが出来たので、とても有意蓑な時間になったと思います。

• いろいろな人の意見を聞くことができ、また実際にチームとして話し合う ことができ、よい経験になった。 1日目の謂義もためになったし、

2日目のチームについても新たな発見があってよかった。それらが2日目の交換から 3日目の事例につながり、よい学びができた。

・昔段の大学の講義では同じ学科の人としか話をしませんが、今回は他の専攻の人と関わることができて、とても貴重な時間でした。グルー

ブで話し合いもかなり 円滑に進めることができて、有意義な 3日間にできたと思います。

• 他の医療系学部の専門について理解を深めることができたこと。

・ワークシ ョップで患者さ ん役の人と話すというのは，低学年にはなかなかない経験だったので、とてもいい経験だったと思います。参加で

きてよかったです。ありがとう ございました。

• 他学部の方と多職種医療について学べてよかったです。

・チームで活動するときに、毎回気をつけようという部分を見つけることができた。

・薬学や管理栄養学を学んでいる学生など、三重大学では出会えない人々と出会い意見の交流を深め、慢性疼痛の治療に関して新たな知見を

得ることが出来た点。

・自粛生活の中で、やく6っか月ぶりに初対面の方とお話ができた。讀座内容とは間係ないけれど、人とのかかわりがとても楽しかった。専

門的な知識や技術をお持ちの先生方から直接お話をお伺いできて大変勉強になった。

◎ 3日間全体を通して．改善して欲しい点を自由に記入してください。

・話し合いの時間をもう少し多くして欲しかった

・グルーブワークやそれに伴う発表の時間をもう少し欲しかった。

・オンラインの場合は顔出しできる子だけの参加にしてほしい

・不具合で zoomに何回か入り直す時があった。

・映像が止まりやすいので、映像はなるべく 控えた方が円滑に進むと思います。

・途中で落ちてしまう事が何度かありました。自宅の通信環境は事前に確認したつもりですがビデオをオンにしてると落ちやすいみたいです。

・服装やいすの準備など、2日目と3日目は不要なことなど連絡があるとよかった。

・時間の設定をもっと余裕をもって指定してほしかったです。

・ズーム機能の不調

・グルーブワーク前の説明を十分に行うことを心がけてほしい。



3
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2518 
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characteristics of chronic musculoskeletal pain 
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SUMMARY 

Here we report our experience in development 
and delivery of an online workshop program aimed 
to promote active learning on the inter-
professional collaborations for the management of 
chronic pain. This MEXT-funded educational 
program collaboratively carried out by Mie 
University and Suzuka University of Medical 

Science since 2016 was delivered as a normal in 
person in the last three years.  
However, in 2020, due to the pandemic of COVID-

19, we have decided to carry out a virtual 
workshop using Zoom, an internet-based video 
communication technology.  To provide rich 
learning opportunities in the virtual class, we 
have made planning and preparation in advance 
and rehearsed several times, thereby being able to 
obtain a high level of satisfaction from the 
students who participated. 
 There was not so difference in student’s 

satisfaction between the two surveys conducted 
for the face-to-face class in 2019 and for the online 
class in 2020. We conclude that if well prepared 
and appropriately delivered, online classes have 
the potential to achieve a similar level of 
educational outcomes as face-to-face classes. 
 

KEYWORDS: Chronic Pain, Interdisciplinary 
Approach, the Online Lecture, Group Work, 
Workshop 
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Yokochi*2, Motomu Shimaoka*3, Mayumi 
Tsujikawa*4, Mayuko Hiramatsu*4, and Hiroki 
Funao*4:The MEXT-funded educational program 
aimed to promote inter-professional collaborations 
for the management of chronic pain: the 
comparison between online and face-to-face 
workshop-style classes. 
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Medicine Mie University 1577,
Kurimamachiyachou Tsushi, Mie, 514-8507 Japan 
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